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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 役割語の翻訳手法 

 学位申請者 文雪 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 金水 敏 

  副査 大阪大学教授 岡島 昭浩  

  副査 大阪大学教授 浅見 洋二  

  副査 大阪大学准教授 岸本 恵実  

【論文内容の要旨】 

 本論文は、フィクションの台詞に現れた役割語的な要素をどのように翻訳に生かすかという問題を取り扱った

ものである。主に、日本語作品から中国語への翻訳のケースを取り上げている。役割語とは金水敏が 2000 年の論

文や 2003 年の著作で提唱した概念で、特定の人物像と深く結びついた話し方のパターンのことである。 

 構成は、「序章」「第 1 章 役割語の翻訳研究の前提」「第 2 章 役割語の翻訳へのアプローチ」「第 3 章 文学

作品における役割語の翻訳」「第 4 章 役割語は文学翻訳においてどう役立つのか」「第 5 章 マンガにおける役

割語の翻訳」「第 6 章 アニメにおける役割語の翻訳」「終章」の 8 章からなる。巻末に、引用資料と参考文献の

リストを持つ。 

 序章では、本論文の目的を述べ、各章の内容を予告している。目的は、翻訳論の枠組み内で役割語の翻訳への

アプローチの可能性を整理し、理論とモデルを提示すること、および日本語から中国語への翻訳の実例研究を示

すことの 2点を挙げている。 

 第 1章では、「役割語」の概念および日本語の役割語の特徴について整理を行い、併せて中国語の役割語につい

ても触れ、最後に日本語作品の中国語訳をめぐる研究に目を向け、役割語の翻訳研究との接点を示す。 

 第 2 章では、翻訳の定義に触れ、翻訳理論の中でも特にナイダの等価理論を紹介している。さらにこの理論を

援用して人物像の「移転」についての図式を提示している。 

 第 3 章では、日本文学の中国における翻訳事情に触れ、一定の人気を持つ村上春樹『海辺のカフカ』を取り上

げることについて説明する。『海辺のカフカ』に現れる女性キャラクターの台詞を分析し、そこに現れる女性性の

違いを計量的に示している。また中国語における女性的表現、特に語気助詞の用法に触れ、原作の女性性の違い

が中国語訳において反映されているかどうかを検証している。 

 第 4 章では、中国語のフィクションでしばしば知識人のキャラクターを示す標識として用いられる「四字格」

を取り上げ、『海辺のカフカ』のミミとトロの台詞に現れる四字格の効果について述べている。 

 第 5 章では、日本のマンガ作品『NARUTO  ナルト  』の老人キャラクターの台詞を分析し、そこに現れた〈老

人語〉の要素が中国語訳に反映されているかどうかについて検証している。 



 第 6 章では、アニメ作品『ログ・ホライズン』シリーズの「にゃん太」という猫キャラクターを取り上げ、そ

の台詞に現れる「ニャ」というオノマトペ由来の成分について分析し、さらにその中国語訳で「喵」が当てられ

ていることの効果を検証している。その結果、日中の猫文化の違いから、猫言葉「ニャ」を一律に「喵」と訳し

ては、キャラクターのイメージを壊す恐れがあるため、訳語として用いる際のルールに関しては検討の余地があ

るとしている。 

 終章では、ここまでの内容をまとめている。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、役割語に着目することが如何に翻訳の質向上に寄与するかということを、理論的・実証的に検証し

ている。理論面では、ナイダの等価理論を援用し、役割語の翻訳とは原作の発話の分析から人物像を割り出し、

その人物像をターゲット言語の表現によって「移転」することであると明確に定義して見せた。実証面では、こ

の理論的枠組みを活用して、小説作品『海辺のカフカ』の女性キャラクターの台詞や、知識人キャラクターを表

すとされる「四字格」の効果、マンガにおける老人語の翻訳の効果、オノマトペをもとにした猫言葉の効果等に

ついて分析している。全体的に論旨が明快であり、理論的枠組みもしっかりしている上に、計量的な調査では大

量の言語資料を綿密に分析しているなど手堅い面もあって、総体として説得力が高い。 

 しかしながら、本論文で扱われた役割語は、日本語においてはきわめて明瞭に特徴付けられているものの、中

国語の側では相対的な傾向差しかなく、場合によってはまったく無視しても翻訳が成り立ってしまうということ

が図らずもこの論文で示されてしまった。特に第 4 章の「四字格」では分析が功を奏しているとは言いがたく、

また第 5 章でも結局老人キャラクター的な要素は中国語版ではまったく反映されていないという結論に至ってい

る。とは言え、論者も述べているように中国語に役割語的表現が皆無である訳ではなく、方言を利用した発話で

キャラクターが特徴付けられることはすでに先行文献で示されており、また呼び掛け表現のヴァリエーションな

ど、役割語からずれるところでキャラクターが間接的に表される場合も多く、この論文ではあまり取り上げられ

ていない要素にも今後は目を向けていかなければならないだろう。 

 このように、本論文の範囲内では結果的に華々しい成果が得られたとは言えないが、その目的意識や理論的枠

組みは今後の翻訳研究に大いに光を与えるものであり、論者自身や後続の研究者にとってきわめて有益であるこ

とは間違いない。すなわち、役割語に着目した翻訳理論とその実証の可能性を広げた点で、本論文の功績は決し

て小さくないと断言できるのである。以上の点から、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する

次第である。 


